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↓ ／ ノ 山。




いるやかな｜ 金属（線路）， li炭， il!.
I , I 酸化物




































































































































































東京都（島を除く）の植生現存量 4. 68x106ton 
東京都内（33区） か 0. 17 x 106ton 
東京都（島を除く）植生生産量 1. 04×106ton/y 



















I 1はそれぞれ1,578, 017人および8,659, 101人である。
したがって酸素消費量は，
東京都
800(g/day／人）×365(day)x 1, 578, 017（人）→
3. 4x1012(g/y) 
都区内
soo(g/day I人） x 365( day) x 8, 659, 101 （人）→















l生鮮｜ I I 水産物｜加工品 1野菜｜くだもの｜枝肉！米
4；；ヨー汀7五「1587 制 1－－~~~
46年／ 568 254 I 1658 936 I 84 I 594 
47年i 578 268 I 1764 1058 I 79 I 689 
48年I 573 I 276 I 1752 1195 I 70 I 744 





米1》｜ 野菜川果物川 肉I> l水産物川小麦類2>l砂糖川豆類白｜ 合計
45 年｜ 557. 1 123.8 0.2 2.5 247.1 75.2 92.8 1168.0 
46 年 454.8 129.3 77.7 0.2 2.5 249.3 80.6 90.1 1084.5 
47 年｜ 527.8 137.6 87.9 0.2 2.5 317.8 49.8 85.2 1208.8 
136.6 99.2 i 2.5 335.4 49.8 82.7 1276.2 


















表 4 食品中の脂肪量 単位： 103ton/y
［米U ｜野 菜川鳥卵川果物日｜ 肉川水産物川小麦類2>l油脂類川豆類ペ合計
45年 5.8 2.5 25.6 44.6 69.61 159.? 
46年 4.8 3.3 0.3. 2.8 27.1 44.6 80.6 1. 1 171. 0 
47年 5.5 3.5 0.3 3.2 25.6 45.7 8.3 64.3 1. 0 158.0 
48年 6.0 3.5 0.3 22.6 45.8 8.8 70.8 1. 0 162.4 
49年 6.2 3.3 0.3 3.2 23.7 44.3 8.8 70.9 1. 1 161. 7 
1), 2）表3の注に同じ
表 5 食品中のたんぱく質量 単位： I03ton/y
米I> ｜野菜川鳥 JJ~l> I果物日 肉I> 水産物川小麦類剖｜豆類剖｜合 計
45 年 45.1 22.2 0.3 4.2 1. 6 166. 9 I 35.6 135.3 421. 2 
46 年 36.8 23.2 0.3 4. 7 12. 3 166.0 35.9 131. 4 410.6 
47 年 42.7 24.7 0.4 5.3 1. 6 171.0 45.8 124.3 425.8 
48 年 46.1 24.5 0.4 10.3 171. 5 48.3 120.6 427.7 







45年 I 1249. 6 1 458. 4 I 735. o I 別 0
46年 I 1160. 4 ・ 492.1 748.1 I 2400. 6 
47年； 1293. 4 ! 455. 2 ! 742. 9 I 2491. 5 
48年 I 12打 i: 467.91 746.4/2491.5 






C10H3202 + 2302→16C02+l6H2ρ 
3) たんぱく質の元素組成をC53%, Hを7%. 0を
23.%として， CとHは次のように
C+02→C02, H+1-ο2→1-H20 





































てそれぞれ含まれる C, H が C02, H20にまで酸化さ
れるとした。タンパク質の組成については， C=53%, 
0=23,%, N=l6%, H7%, S=l,.?5＇という値をと
り，c.H.以外の酸化は無視して必要な酸素量を求めた。










り， 1日BODとして4ogとすると東京都全体で， 0.17 













東京都全体では酸素消費量は 0.17 x 1012g/y, 都区内だ
表 7 下水処理場における有機物処理量（＝酸素消費量）
作昭和47年度下水道統計による）
処理場名 ！処理水量 I 流入有機物量
x iosn( 1 BODton 
芝浦！ 359 I 38, 800 























































北 野（八王子市） 18 ; 2, 840 
錦 町（立川市） 18 3, 830 
東 部（三摩市）｜ 15 ! 2, 190 
鶴 Jl （町田市） 1 2 I 300 
多摩平（日野市） I 2 I 290 
下谷（東久留米市） l 4 I s6o 
桜ケ丘（多摩市） i 1 I 90 
南多摩 1 3 I 570 
北多摩 1 号 l 11 I 1, 020 
都下合計｜ 74 ¥ f竺





























































106kl 10 1 1 3t 10 rt 1 た重， 消原油量 6kl 
昭和45年 3.28 2. 60 1. 47 I 16. 67 加 山 2. 71 1. 40 
46年 3,64 2. 54 1. 37 16. 51 855 114 2. 36 1. 31 
47年 4.05 2.79 1. 64 17. 78 ε68 88 2.07 2.26 
48年 4.06 3. 11 1. 73 21. 92 855 。 1. 34 2.37 



















ン系 CnH2n+2ナフテン系 CnH2n, 芳香族の炭化水素で



























152 =7. 5 x 106(t/y) x一一→26.5 x 1012g/y 
43 
酸素消費量＝C2nH2n 燃焼量×手
伝 24=7. 5x106(t/y) x 7→25. 7 x 1012g/y 
合計して 52.2 x 1012g/yとなる。
高温の燃焼時に燃料中の室素および空気中の窒素が酸化
して出来る窒素酸化物の発生量は燃焼の条件によりさま
ざまであるが，平均的に石炭で N02 として排出率， 6
kg/ton，石油系燃料の場合 lOkg/kl, LPGでは 2kg/
tonと仮定するとへ 昭和49年度，東京都では，石炭の
燃焼によるもの 3.6 X 103ton/y，石油系0.17 x 1Q6ton/y 





































• 192 =2. 1x106(t/y）×一一一＝2.6 x 1Q12g/y 
162 
表 9 燃焼により消費される酸素（02) 
石油 Lp G 石炭ゴ
内 I 1012 g 1 1012 g I 1内
45 年 7.41 5. 77 1. 43 
46 年 7.42 3.10: 5.02 1. 40 
47 年 8.09 3.00 4.40 1. 40 
48 年 9. 70 3.10' 1. 95 























表10 東京都における酸素消費量（49年） g/y 
(1）人間の呼吸 3. 4 x 1212 
(2）落葉の分解 0. 5x1012 
(3) （食品の消費 2. 6 x 1012) 
(4）排世物 0. 17x1012 
(5) （下水処理場 0. 17x1012) 
(6） 石油系燃料 52. 2x1012 
(7）石炭 1. 3×1012 
(8) L P G 3. 1x1012 
(9）燃料燃焼による NOx 0.12×1012 
帥ゴミ焼却 2. 6x1012 
(1) 交通機関のサピ 2. 1x109 
合 言十本 63. 4x1012 
















































6）信楽，半谷： 1976年度地球化学会年会講演 1976 
7）環境庁：環境における大気汚染物質の分布量に関す
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